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(百万円未満切捨て)

１．2026年２月期の連結業績（2025年３月１日～2026年２月28日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年２月期 93,290 6.9 6,114 40.7 7,358 113.9 2,790 －

2025年２月期 87,240 6.7 4,344 21.2 3,440 △23.4 △1,816 －
(注) 包括利益 2026年２月期 1,159百万円( －％) 2025年２月期 △1,518百万円( －％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年２月期 141.09 140.98 38.8 12.5 6.6

2025年２月期 △91.87 － △24.4 6.5 5.0
(参考) 持分法投資損益 2026年２月期 －百万円 2025年２月期 －百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年２月期 64,228 8,014 12.2 395.07

2025年２月期 53,673 6,842 12.3 332.51
(参考) 自己資本 2026年２月期 7,815百万円 2025年２月期 6,576百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2026年２月期 11,598 △14,856 4,725 7,792

2025年２月期 12,353 △10,858 △2,841 6,141

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年2月期 － 5.00 － 0.00 5.00 98 － 1.3

2026年2月期 － 0.00 － 15.00 15.00 296 10.6 4.1

2027年2月期(予想) － 10.00 － 10.00 20.00 13.2

３．2027年２月期の連結業績予想（2026年３月１日～2027年２月28日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 98,000 5.0 8,000 30.8 6,300 △14.4 3,000 7.5 151.67



※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年２月期 19,784,125株 2025年２月期 19,780,525株

② 期末自己株式数 2026年２月期 2,354株 2025年２月期 2,204株

③ 期中平均株式数 2026年２月期 19,779,798株 2025年２月期 19,775,053株

(参考) 個別業績の概要
１．2026年２月期の個別業績（2025年３月１日～2026年２月28日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年２月期 75,516 8.7 7,019 13.0 7,921 26.4 881 －

2025年２月期 69,468 7.7 6,210 35.9 6,269 0.4 △1,891 －

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2026年２月期 44.57 44.54

2025年２月期 △95.66 －

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年２月期 46,187 6,006 12.9 302.07

2025年２月期 39,528 5,112 12.9 257.05

(参考) 自己資本 2026年２月期 5,975百万円 2025年２月期 5,083百万円

２．2027年２月期の個別業績予想（2026年３月１日～2027年２月28日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 81,000 7.3 6,600 △16.7 3,450 291.3 174.42

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で
あると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。ま
た、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績
予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１.経営成績等の概況（１）当期の
経営成績の概況」をご覧ください。
（決算補足説明資料及び決算説明会内容の入手方法）
当社は、2026年４月10日（金）に決算説明会を開催する予定です。
説明内容については、当日使用する決算説明資料とともに、開催後速やかに当社ウェブサイトに掲載する

予定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当社は「こどもたちの夢中を育み、“えがお”あふれる世界をつくる。」というパーパスの実現

に向け中期経営計画(2024年～2026年)を策定し、持続可能な社会への貢献と企業価値を高めるべく

事業活動を推進しております。

当連結会計年度（2025年３月１日～2026年２月28日）における当社及び海外子会社の連結業績は、

売上高932億90百万円（前期比6.9％増）、営業利益61億14百万円（同40.7％増）、各国為替レート

が期首から円安に進み、営業外収益に為替差益18億21百万円（前期為替差損４億57百万円）を計上

した結果、経常利益73億58百万円（同113.9％増）、親会社株主に帰属する当期純利益27億90百万

円（前期親会社株主に帰属する当期純損失18億16百万円）となりました。売上高は３期連続、営業

利益・経常利益は過去最高となりました。収益力の実態を示す償却前営業利益は172億１百万円

（同13.9％増）となりました。

(国内事業)

国内事業は、既存店売上高前期比105.7％と好調に推移いたしました。アミューズメントでは、主

力であるプライズ部門が同105.3％となり、特に当社のメインターゲットである小さなお子さま向

けのキッズプライズは、「とれやすいブース」の拡大が売上伸長に寄与し、同115.6％と大きく牽

引いたしました。荒利率が高いメダル部門・体感部門では積極的な機械投資とターゲットを明確に

した販促活動により、会員数・売上とも順調に拡大いたしました。また、新弾の人気が継続してい

るカード部門も好調に推移いたしました。

新規出店については、プレイグラウンドでは、あらゆる商圏に対応できる新業態「のびっこ」ブ

ランドを６月の初出店以降積極的に拡大し、10店舗を出店いたしました。また、遊びながら学べる

大規模商業施設向けの業態である「ちきゅうのにわ」を11店舗、小型専門店「スキッズガーデン」

２店舗、合わせて23店舗を出店いたしました。アミューズメントでは、新業態である大型のプライ

ズ専門店「クレーン横丁 極（きわみ）」を２店舗出店いたしました。「クレーン横丁 極」は食料

品・日用品を主な品ぞろえとし、お客さまに新たな体験価値を提供しており、２店舗とも計画を大

幅に上回りました。

当期は95店舗を出店する一方、60店舗を閉店し、2026年２月末時点の店舗数は788店舗となりまし

た。

以上の結果、国内事業における当期の業績は、売上高・営業利益・経常利益ともに３期連続過去

最高を更新し、売上高755億16百万円(前期比8.7％増)、営業利益70億19百万円(同13.0％増)となり

ました。

(アセアン事業)

アセアン事業は、プレイグラウンドを主力事業としており、当社の強みである「独自性のある内

装や遊具」、「高い安全性とスタッフの接客力」を強化しております。標準業態である

「kidzooona」を中心に、これまで出店できなかった新たな商圏・商業施設に対応する新業態

「KID’S BOX」「KID’S BOX JUMBO」「Kidzooona Safari」を開発し、出店エリアを拡大しておりま

す。

新規出店については、これまで出店していた都市部に加え、地方への積極的な出店が売上拡大に

貢献いたしました。一方で、都市部を中心とした競争環境の激化により既存店の収益が低下し、営

業利益は減益となりました。既存店対策としては、第３四半期以降に好調な店舗活性化を加速し、

下半期は計画より17店舗追加で実施したほか、店舗ごとにお客さまのニーズや環境に合わせた顧客

訴求力のある料金設定の見直しを行い、収益は改善傾向にあります。

第４四半期においては、マレーシアは新学期開始時期変更に伴うスクールホリデーの日数減少に

よる影響も受け減益となりましたが、その他各国においては既存店対策に注力し、回復基調となり

ました。特にインドネシアにおいては、地方を中心とした新規出店と既存店活性化が奏功し、売上

高・営業利益ともに改善いたしました。
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当期は100店舗を出店する一方、34店舗を閉店し、2026年２月末の店舗数はFC５店舗を含め398店

舗となりました。

以上の結果、アセアン事業における当期の業績は、売上高152億22百万円(前期比15.5％増)と４期

連続で過去最高、営業利益は４億65百万円(同60.9％減)となりました。

(中国事業)

中国事業は、前期末に策定した利益改善計画に基づいた構造改革を実施いたしました。不採算店

舗の整理及び経費の削減の効果により、営業損失は前年より大幅に改善いたしました。一方、競争

環境の激化によるアミューズメントの不振に加え、当期に閉店した店舗における閉店告知後の売上

減少及び一時区画の契約獲得数の計画未達が影響し、売上高・営業利益ともに計画を下回りまし

た。

当期は、アミューズメントからプレイグラウンドへの業態転換７店舗に加え、投資負担のない業

務委託店舗「莫莉活力空間」55店舗（モーリーファンタジーからの業態転換26店舗、新規29店舗）

を出店し、合計62店舗の出店を行いました。一方、大型・標準店舗は51店舗の不採算店舗を閉店

し、これに「莫莉活力空間」37店舗を加えた合計88店舗を閉店いたしました。この結果、2026年２

月末の店舗数はFC６店舗を含め117店舗となりました。

以上の結果、中国事業における当期の業績は、売上高28億50百万円(前期比41.0％減)、営業損失

は13億68百万円(前期営業損失30億52百万円)と前年より16億83百万円減少いたしました。

（社会貢献活動の状況）

当社は2022年４月にサステナビリティ方針を制定し、持続可能な社会への貢献と企業価値向上を

実現する企業を目指し、サステナビリティ経営の実効性の向上を推進しております。

当社は未来の社会を作るこどもたちの権利を守るために、「あそんで募金」として世界７か国の

こども支援活動団体へ合計1,000万円の寄付を行いました。

子ども支援活動では、地域の「社会福祉施設等への訪問」や子どもたちの「当社店舗へのご招待

会」等を日本、中国、マレーシア、タイ、フィリピン、インドネシア、ベトナムで延べ14,466回実

施し、1,490,260人の子どもたちに参加していただきました。

そのほか、「公益財団法人イオンワンパーセントクラブ」を通じた活動として、「子どもたちの

健全な育成」「諸外国との友好親善」「地域の発展への貢献」「災害復興支援」への使途を目的と

した寄付を行いました。

（次期の取組みと見通し）

(単位：百万円)

2027年２月期
(業績予想)

2026年２月期
(当期実績)

売上高 98,000 93,290

営業利益 8,000 6,114

経常利益 6,300 7,358

親会社株主に帰属する当期純利益 3,000 2,790

当社グループを取巻く環境は、気候変動に対する時間消費価値の変化、日本国内の少子化対応、ア

セアン各国の競争激化、原材料や人件費等のコスト増加、更には企業価値向上に対する資本市場の要

請の高まり等、成長拡大に向けてはこれらの対応が急務となっております。

この環境変化に対応すべく当社グループでは「現中期経営計画（2024年～2026年）」を更新し、新

たに「新中期経営計画（2026年～2030年）」を推進してまいります。同計画では、経営課題として

「社会トレンドに対応した国内主力事業の強化」「海外における既存店の顧客価値及び競争力向上」

「事業多層化を前提とした企業価値向上」「財務体質の一層の改善」に対処してまいります。
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この課題を踏まえ、パーパス実現に向けた企業の方向性を示す「ビジョン」を改め、顧客への提供

価値を従来の「子どもが楽しい」から「親も子どもも楽しい」へと範囲を拡大し事業を推進してまい

ります。

重点方針としては、「イオン生活圏」等を基軸とした当社独自の強みを活かした戦略を推進すると

ともに、「国内事業の成長路線回帰」「事業/業態間のシナジー追求」「メリハリのある海外事業戦

略」「事業ポートフォリオ経営の進化」「財務健全化の達成」「収益貢献に直結するDX戦略」を推進

いたします。更にサステナビリティ方針並びにマテリアリティに基づく活動を継続し、持続可能な社

会への貢献と企業価値向上の両立に向け邁進してまいります。

国内事業では環境変化による新たな消費ニーズを捉え、自社の競争優位性を活かした成長機会への

参入及び事業拡大を積極的に進めてまいります。

2025年度に出店した、アミューズメントの新業態である「クレーン横丁 極」、及びプレイグラウ

ンドの新業態である「のびっこジャンボ」「のびっこピクニック」については、市場成長性、利益創

出力、資本効率性ともに高いポテンシャルをもつ業態として優先的に投資を実行し、「新中期経営計

画」の成長ドライバーの役割を担います。「クレーン横丁 極」は食料品・日用品を主な品ぞろえと

し、お客さまに楽しい買い物体験する価値を届ける事で、新たな客層を開拓するモデルとして出店拡

大いたします。「のびっこジャンボ」「のびっこピクニック」は子どもの遊び場としての機能に加

え、保護者同士のコミュニティとしての価値を高め、商業施設の時間滞留及び集客機能として貢献を

果たしてまいります。

既存業態である「モーリーファンタジー」及び「カプセルトイ・クレーン専門店」では、資本効率

性向上と安定した収益源として、「新中期経営計画」における成長原資としての役割を担います。ま

た、各業態同士における複数出店により、業態間でシナジー創出力を発揮し、事業全体の収益性を最

大化させてまいります。

そのほか、会員制度のOneID化により顧客と事業を跨いだデジタル会員制度を構築し、顧客生涯価

値（LTV）及び顧客ロイヤルティの最大化を目指してまいります。

海外事業では、各国における競争環境の激化を踏まえ、従来の成長重視から利益率重視への方針転

換を図ってまいります。既存店においては、市場環境を精査しながら個店別の資本効率を考慮した活

性化、競争環境を意識した価格政策、不採算店舗の整理、会員機能の強化等を進めると同時に、海外

業態モデルにおける競争優位性の再構築を進めてまいります。

新規出店においては、ベトナムを除く各国は、過去の出店速度を抑制しつつ、投資負担の少ない低

価格業態モデルを主力とし、競争優位性がある地方都市へ出店してまいります。ベトナムにおいては

イオングループの出店拡大に伴い、一つの商業施設に複数出店を行い収益性と効率性を重視した出店

戦略を進めてまいります。

（２）当期の財政状態の概況

① 資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当連結会計年度末における流動資産の残高は、175億99百万円となり、前連結会計年度末に比べ

54億13百万円増加いたしました。主な内訳は、当連結会計年度末日が金融機関の休日であり、売

上預け金のうち２月上旬分が翌月に決済されたことによる売上預け金の増加（27億76百万円）、

現金及び預金の増加（16億55百万円）であります。

当連結会計年度末における固定資産の残高は、466億29百万円となり、前連結会計年度末に比べ

51億41百万円増加いたしました。主な内訳は、新店及び店舗活性化に伴う遊戯機械の増加（22億

58百万円）及び建物の増加（18億52百万円）であります。

この結果、総資産は642億28百万円となり、前連結会計年度末に比べ105億55百万円増加いたし

ました。
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（負債）

当連結会計年度末における流動負債の残高は、390億11百万円となり、前連結会計年度末に比べ

82億53百万円増加いたしました。主な内訳は、短期借入金の増加（53億98百万円）、1年内返済予

定の長期借入金の増加（16億25百万円）、設備関係の支払方法を約束手形から電子記録債務に変

更したことに伴う設備関係支払手形の減少（21億74百万円）及び設備関係電子記録債務の増加

（19億66百万円）であります。

当連結会計年度末における固定負債の残高は172億３百万円となり、前連結会計年度末に比べ11

億30百万円増加いたしました。主な内訳は、長期借入金の増加（16億18百万円）、長期割賦未払

金の減少（４億88百万円）であります。

この結果、負債合計は562億14百万円となり、前連結会計年度末に比べ93億83百万円増加いたし

ました。

（純資産）

当連結会計年度末における純資産の残高は、80億14百万円となり前連結会計年度末に比べ11億

71百万円増加いたしました。主な内訳は、親会社株主に帰属する当期純利益の計上(27億90百万

円)、為替の変動に伴う為替換算調整勘定の減少（16億26百万円）であります。

② キャッシュ・フローの状況

当連結会計年度におけるキャッシュ・フロー
(単位：百万円)

前連結会計年度 当連結会計年度 増減

営業活動によるキャッシュ・フロー 12,353 11,598 △754

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,858 △14,856 △3,998

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,841 4,725 7,566

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3 184 188

現金及び現金同等物の増加額(△は減少) △1,350 1,651 3,002

現金及び現金同等物の期首残高 7,491 6,141 △1,350

現金及び現金同等物の期末残高 6,141 7,792 1,651

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により得られた資金は115億98百万円となりました。その主な内訳は、減価償却費110

億87百万円、減損損失20億23百万円及び税金等調整前当期純利益51億６百万円の計上による資金

の増加と、売上預け金の増加27億68百万円、為替差益の計上18億21百万円及び法人税等17億99百

万円の支払による資金の減少であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により使用した資金は148億56百万円となりました。主に新規出店や既存店活性化投資

に伴う有形固定資産139億８百万円の取得によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により得られた資金は47億25百万円となりました。その主な内訳は、短期借入金の純

増額51億76百万円及び長期借入れによる収入66億62百万円による資金の増加と、長期借入金の返

済37億76百万円及びリース債務の返済27億57百万円による資金の減少であります。

なお、キャッシュ・フロー関連指標の推移は下記のとおりであります。
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2025年２月期 2026年２月期

自己資本比率 12.3％ 12.2％

時価ベースの自己資本比率 102.5％ 80.9％

キャッシュ・フロー対有利子負債比率 265.8％ 351.7％

インタレスト・カバレッジ・レシオ 15.7倍 11.6倍

(注) ① 自己資本比率：自己資本／総資産
時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産
キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー
インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

② キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フ
ローを利用して計算しております。有利子負債は、連結貸借対照表上に計上されている負
債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としております。また、利払いは、キャッ
シュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、株主の皆さまへの安定的利益還元を経営の最重要目標のひとつとして位置づけており、

内部留保の充実と財務体質の強化及び、業績、配当性向等を総合的に勘案して、長期的、安定的な

利益還元を基本方針としております。内部留保資金につきましては、経営体質の一層の充実を図り

つつ、国内及び海外の新規出店や既存店への設備投資等、事業展開の原資として役立ててまいりま

す。

当期の期末配当金につきましては、財務状況を考慮し配当予想通り１株当たり普通配当15円とさ

せていただきます。(株主配当金の支払開始予定日：2026年４月28日(火曜日))これにより、当期の

年間配当金は１株当たり15円となります。

なお、次期の配当金につきましては、１株につき、中間10円、期末10円、年間20円を予定してお

ります。
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２．企業集団の状況

当社の親会社は純粋持株会社イオン株式会社であります。ＧＭＳ(総合スーパー)事業を核とした

小売事業を中心として、総合金融、ディベロッパー、サービス・専門店等の各事業を複合的に展開

しています。

このようなイオングループの事業の中で、当社グループはサービス事業に区分され、主としてフ

ァミリー向けアミューズメント施設及びプレイグラウンド施設等の運営を行っております。国内事

業は当社１社で構成されており、当社はイオングループ及びその他のディベロッパーが運営するシ

ョッピングセンター内で遊戯施設の設置運営を行っております。

中国事業は１社、アセアン事業は６社(内純粋持株会社１社)で構成されており、中国、マレーシ

ア、タイ、フィリピン、インドネシア、ベトナムにおいてイオングループ及びその他のディベロッ

パーが運営するショッピングセンター内で遊戯施設の設置運営を行っております。

以上述べました事項を事業系統図に示すと次のとおりであります。

３．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日

本基準で連結財務諸表を作成する方針であります。

なお、今後につきましては、外国人株主比率の推移及び国内の同業他社の国際会計基準の適用動

向等を踏まえ、国際会計基準の適用について検討を進めていく方針であります。
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４．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年２月28日)

当連結会計年度
(2026年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,167,459 7,822,989

売掛金 198,707 245,475

売上預け金 1,114,485 3,890,906

商品 699,626 1,126,858

貯蔵品 2,033,555 2,286,993

その他 1,971,612 2,225,928

流動資産合計 12,185,447 17,599,153

固定資産

有形固定資産

建物 24,577,251 25,989,780

減価償却累計額 △17,516,762 △17,077,180

建物（純額） 7,060,488 8,912,600

遊戯機械 68,334,594 70,413,043

減価償却累計額 △49,501,365 △49,320,999

遊戯機械（純額） 18,833,228 21,092,043

使用権資産 15,546,103 16,981,137

減価償却累計額 △10,746,456 △12,183,381

使用権資産（純額） 4,799,646 4,797,756

工具、器具及び備品 8,681,952 9,427,942

減価償却累計額 △6,651,855 △7,020,046

工具、器具及び備品（純額） 2,030,096 2,407,895

その他 224,979 241,081

減価償却累計額 △75,419 △83,638

その他（純額） 149,559 157,442

有形固定資産合計 32,873,019 37,367,738

無形固定資産

のれん 79,511 50,217

ソフトウエア 1,076,508 1,060,681

その他 4,229 4,189

無形固定資産合計 1,160,249 1,115,088

投資その他の資産

投資有価証券 5,323 0

敷金及び差入保証金 4,886,681 5,177,889

繰延税金資産 1,721,627 1,851,782

退職給付に係る資産 352,391 568,505

その他（純額） 488,724 548,700

投資その他の資産合計 7,454,747 8,146,877

固定資産合計 41,488,016 46,629,703

資産合計 53,673,464 64,228,857
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年２月28日)

当連結会計年度
(2026年２月28日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,870,036 2,103,078

短期借入金 12,104,533 17,503,350

1年内返済予定の長期借入金 3,289,494 4,914,943

1年内返済予定の長期割賦未払金 579,770 488,365

リース債務 2,391,805 2,609,315

未払金 1,408,595 1,661,155

未払費用 1,893,678 2,005,096

未払法人税等 1,209,960 1,988,648

賞与引当金 465,160 448,632

役員業績報酬引当金 31,808 44,387

設備関係支払手形 3,077,850 903,180

設備関係電子記録債務 － 1,966,871

閉店損失引当金 288,264 210,205

その他 2,147,332 2,164,203

流動負債合計 30,758,292 39,011,433

固定負債

長期借入金 10,540,600 12,159,528

長期割賦未払金 488,365 －

リース債務 3,441,751 3,119,544

退職給付に係る負債 87,204 129,487

資産除去債務 1,389,094 1,712,816

その他 125,900 81,808

固定負債合計 16,072,917 17,203,186

負債合計 46,831,209 56,214,620

純資産の部

株主資本

資本金 1,824,320 1,829,502

資本剰余金 4,815,842 3,242,711

利益剰余金 1,005,391 5,374,391

自己株式 △5,001 △5,411

株主資本合計 7,640,552 10,441,193

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △1,279,349 △2,905,555

退職給付に係る調整累計額 215,220 279,606

その他の包括利益累計額合計 △1,064,129 △2,625,949

新株予約権 28,970 31,084

非支配株主持分 236,861 167,908

純資産合計 6,842,255 8,014,237

負債純資産合計 53,673,464 64,228,857
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年３月１日
至 2025年２月28日)

当連結会計年度
(自 2025年３月１日
至 2026年２月28日)

売上高 87,240,584 93,290,048

売上原価 75,572,155 80,117,990

売上総利益 11,668,428 13,172,058

販売費及び一般管理費 7,323,567 7,057,134

営業利益 4,344,860 6,114,924

営業外収益

受取利息 88,978 77,812

為替差益 － 1,821,795

受取保険金 65,962 94,569

固定資産売却益 4,271 55,198

預り金受入益 13,097 10,038

リース解約益 349,109 215,874

その他 119,096 188,364

営業外収益合計 640,516 2,463,652

営業外費用

支払利息 767,149 1,009,078

為替差損 457,036 －

固定資産売却損 13,563 10,827

資金調達費用 194,280 10,300

その他 113,106 189,663

営業外費用合計 1,545,136 1,219,869

経常利益 3,440,240 7,358,707

特別利益

減損損失戻入益 20,916 7,113

閉店損失引当金戻入額 63,716 71,680

特別利益合計 84,632 78,793

特別損失

店舗閉鎖損失 285,722 154,605

閉店損失引当金繰入額 291,700 147,840

減損損失 2,612,930 2,023,477

投資有価証券評価損 － 5,323

特別損失合計 3,190,353 2,331,246

税金等調整前当期純利益 334,519 5,106,254

法人税、住民税及び事業税 1,686,706 2,564,938

法人税等調整額 452,651 △168,796

法人税等合計 2,139,358 2,396,141

当期純利益又は当期純損失（△） △1,804,839 2,710,112

非支配株主に帰属する当期純利益又は非支配株主に
帰属する当期純損失（△）

11,914 △80,573

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に
帰属する当期純損失（△）

△1,816,753 2,790,686
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年３月１日
至 2025年２月28日)

当連結会計年度
(自 2025年３月１日
至 2026年２月28日)

当期純利益又は当期純損失（△） △1,804,839 2,710,112

その他の包括利益

為替換算調整勘定 147,438 △1,614,585

退職給付に係る調整額 138,678 64,385

その他の包括利益合計 286,116 △1,550,199

包括利益 △1,518,722 1,159,913

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △1,522,755 1,230,874

非支配株主に係る包括利益 4,033 △70,961
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2024年３月１日 至 2025年２月28日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,810,821 4,829,464 3,019,873 △4,635 9,655,524

当期変動額

剰余金の配当 △197,728 △197,728

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△1,816,753 △1,816,753

新株の発行 13,498 13,498 26,997

自己株式の取得 △365 △365

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

△27,121 △27,121

欠損填補 －

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 13,498 △13,622 △2,014,481 △365 △2,014,971

当期末残高 1,824,320 4,815,842 1,005,391 △5,001 7,640,552

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配

株主持分
純資産合計為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括

利益累計額合計

当期首残高 △1,434,669 76,542 △1,358,126 37,947 205,707 8,541,051

当期変動額

剰余金の配当 △197,728

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△1,816,753

新株の発行 26,997

自己株式の取得 △365

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

△27,121

欠損填補 －

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

155,319 138,678 293,997 △8,977 31,154 316,175

当期変動額合計 155,319 138,678 293,997 △8,977 31,154 △1,698,796

当期末残高 △1,279,349 215,220 △1,064,129 28,970 236,861 6,842,255
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当連結会計年度(自 2025年３月１日 至 2026年２月28日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,824,320 4,815,842 1,005,391 △5,001 7,640,552

当期変動額

剰余金の配当 －

親会社株主に帰属す

る当期純利益
2,790,686 2,790,686

新株の発行 5,182 5,182 10,364

自己株式の取得 △409 △409

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

－

欠損填補 △1,578,313 1,578,313 －

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 5,182 △1,573,131 4,368,999 △409 2,800,640

当期末残高 1,829,502 3,242,711 5,374,391 △5,411 10,441,193

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配

株主持分
純資産合計為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括

利益累計額合計

当期首残高 △1,279,349 215,220 △1,064,129 28,970 236,861 6,842,255

当期変動額

剰余金の配当 －

親会社株主に帰属す

る当期純利益
2,790,686

新株の発行 10,364

自己株式の取得 △409

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

－

欠損填補 －

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△1,626,205 64,385 △1,561,819 2,114 △68,953 △1,628,658

当期変動額合計 △1,626,205 64,385 △1,561,819 2,114 △68,953 1,171,981

当期末残高 △2,905,555 279,606 △2,625,949 31,084 167,908 8,014,237
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年３月１日
至 2025年２月28日)

当連結会計年度
(自 2025年３月１日
至 2026年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 334,519 5,106,254

減価償却費 10,756,289 11,087,024

固定資産除売却損益（△は益） 87,557 41,213

賞与引当金の増減額（△は減少） △52,447 △30,787

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △39,418 △75,657

受取利息 △88,978 △77,812

支払利息 767,149 1,009,078

為替差損益（△は益） 457,036 △1,821,795

受取保険金 △65,962 △94,569

リース解約益 △349,109 △215,874

減損損失戻入益 △20,916 △7,113

減損損失 2,612,930 2,023,477

投資有価証券評価損益（△は益） － 5,323

売上債権の増減額（△は増加） △62,565 △45,771

売上預け金の増減額（△は増加） △153,421 △2,768,798

棚卸資産の増減額（△は増加） △316,309 △555,975

仕入債務の増減額（△は減少） 665 199,237

その他 739,317 591,478

小計 14,606,336 14,368,933

利息の受取額 34,683 27,711

利息の支払額 △785,001 △998,819

法人税等の支払額 △1,502,917 △1,799,544

営業活動によるキャッシュ・フロー 12,353,100 11,598,281

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △9,825,205 △13,908,990

有形固定資産の売却による収入 41,810 88,039

無形固定資産の取得による支出 △395,218 △376,535

長期前払費用の増加による支出 △228,154 △227,653

敷金及び保証金の差入による支出 △640,496 △496,279

敷金及び保証金の回収による収入 439,858 383,518

その他 △250,851 △318,986

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,858,257 △14,856,886

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △12,152,303 5,176,758

長期借入れによる収入 16,205,919 6,662,950

長期借入金の返済による支出 △3,371,577 △3,776,443

配当金の支払額 △197,728 －

リース債務の返済による支出 △2,752,159 △2,757,735

割賦債務の返済による支出 △573,008 △579,770

その他 △365 △409

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,841,223 4,725,349

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,949 184,944

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,350,329 1,651,688

現金及び現金同等物の期首残高 7,491,499 6,141,169

現金及び現金同等物の期末残高 6,141,169 7,792,858
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

１．連結の範囲に関する事項

すべての子会社を連結の対象としております。

連結子会社の数 ７社

連結子会社の名称 永旺幻想(中国)児童遊楽有限公司

AEON FANTASY(MALAYSIA)SDN.BHD.

AEON Fantasy (Thailand) Co.,Ltd.

AEON Fantasy Holdings (Thailand) Co.,Ltd.

AEON FANTASY GROUP PHILIPPINES,INC.

PT. AEON FANTASY INDONESIA

AEON FANTASY VIETNAM CO.,LTD.

２．持分法の適用に関する事項

該当事項はありません。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社のうち永旺幻想(中国)児童遊楽有限公司及びAEON FANTASY VIETNAM CO.,LTD.の決算日

は、12月31日でありますが、連結決算日現在で本決算に準じた仮決算を行った財務諸表を基礎として

おります。

他の連結子会社の決算日は連結決算日と一致しております。

４．会計方針に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券

その他有価証券

市場価格のない株式等 移動平均法による原価法

② 棚卸資産

商 品 移動平均法による原価法

(貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法)

貯蔵品 最終仕入原価法

(貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法)

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

① 有形固定資産(リース資産を除く)

定額法

各資産別の耐用年数として下記の年数を採用しております。

建物 ３～20年

遊戯機械 ２～９年

工具、器具及び備品 ２～８年

② 無形固定資産(リース資産を除く)

自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間(５年～10年)に基づく定額法

を採用しております。

③ 使用権資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法。
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(3) 重要な引当金の計上基準

① 貸倒引当金

売上債権等の貸倒れによる損失に備え、貸倒懸念債権等特定の債権について個別に回収可能性

を検討し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金

社員及びパートナー社員(パートタイマー)に支給する賞与に備え、支給見込額のうち当連結会

計年度に負担する金額を計上しております。

③ 役員業績報酬引当金

役員に対する業績報酬の支給に備えるため、支給見込額のうち、当連結会計年度に負担する金

額を計上しております。

④ 閉店損失引当金

店舗の閉店に伴い発生する損失に備え、店舗閉店により合理的に見込まれる中途解約違約金等

の閉店関連損失見込額を計上しております。

(4) 収益及び費用の計上基準

当社グループは日本、アセアン、中国において、ファミリー向けアミューズメント施設及びプレ

イグラウンド施設等の運営を主な事業として展開しております。当該施設の運営における収入は、

主に顧客が当該施設を利用した時点で履行義務を充足したと判断し、一時点で収益を認識しており

ます。

(5) 退職給付に係る会計処理の方法

① 退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定に当たり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方

法については、給付算定式基準によっております。

② 数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

過去勤務費用については、発生年度において一括費用処理しております。

数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以

内の一定の年数(10年)による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用

処理しております。

③ 小規模企業等における簡便法の採用

一部の連結子会社については簡便法を用いております。

(6) 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として

認識しております。なお、在外子会社の資産及び負債は、在外子会社の決算日の直物為替相場によ

り円貨に換算し、収益及び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部におけ

る為替換算調整勘定及び非支配株主持分に含めて計上しております。

(7) のれんの償却方法及び償却期間

効果の発現する期間等(10年間)の定額法により償却を行っております。

(8) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

連結キャッシュ・フロー計算書における資金(現金及び現金同等物)は、手許現金及び随時引出可

能な預金からなっております。
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(重要な会計上の見積り)

会計上の見積りにより当連結会計年度に係る連結財務諸表にその額を計上した項目であって、翌

連結会計年度に係る連結財務諸表に重要な影響を及ぼす可能性があるものは、次のとおりです。

１．固定資産の減損

(1) 当連結会計年度に係る連結財務諸表に計上した金額
（千円）

前連結会計年度 当連結会計年度

有形固定資産 32,873,019 37,367,738

無形固定資産 1,160,249 1,115,088

減損損失 2,612,930 2,023,477

(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りに関する情報

当社グループにおける固定資産の減損の検討にあたっては、減損損失の認識及び使用価値の算定

において、将来キャッシュ・フローの見積りを行っております。当該見積りは、経営者により承認

された翌期予算の数値を基礎とし、現在の使用状況及び合理的な使用計画を考慮することとしてお

ります。当該数値は、経営者の判断を伴う主要な仮定として、各店舗の売上高及び売上総利益率の

予測、各店舗の人件費及び経費の予測等を織り込んでおります。

これらの主要な見積り及び仮定は、事業戦略の変更や経済的な外部環境の変化等の影響を受ける

可能性があり、将来キャッシュ・フローの見積りの見直しが必要となった場合、翌連結会計年度の

連結財務諸表において追加の減損損失が発生する可能性があります。

２．繰延税金資産の回収可能性

(1) 当連結会計年度に係る連結財務諸表に計上した金額
（千円）

前連結会計年度 当連結会計年度

繰延税金資産 1,721,627 1,851,782

(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りに関する情報

当社における繰延税金資産の計上にあたっては、将来の税負担額を軽減する効果を有するかどう

かで回収可能性を判断しており、この判断の過程において、将来の一時差異等加減算前課税所得の

見積り、一時差異の解消時期の見積り等の一定の見積りを行っております。これらの見積りについ

ては、経営者により承認された翌期予算の数値を基礎とし、過去の実績、将来の経営環境等を考慮

して算定しております。

これらの主要な見積り及び仮定は、事業戦略の変更や経済的な外部環境の変化等の影響を受ける

可能性があり、繰延税金資産の一部又は全部の回収ができないと判断した場合は、翌連結会計年度

の連結財務諸表において繰延税金資産を取り崩し、法人税等調整額が発生する可能性があります。

(会計方針の変更)

(「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用)

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下

「2022年改正会計基準」という。）等を当連結会計年度の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計

基準第20-３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第28号 2022年10月28日）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱い

に従っております。なお、当該会計方針の変更による連結財務諸表への影響はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能

であり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象と

なっているものであります。

当社グループは、ファミリー向けアミューズメント施設及びプレイグラウンド施設等の運営を主な

事業としており、「国内」、「アセアン」及び「中国」の３つを報告セグメントとしております。

「国内」は当社が事業を営んでおり、「アセアン」は、AEON FANTASY(MALAYSIA)SDN.BHD.がマレー

シ ア に お い て、AEON Fantasy(Thailand)Co.,Ltd. が タ イ に お い て、AEON FANTASY GROUP

PHILIPPINES,INC.がフィリピンにおいて、PT. AEON FANTASY INDONESIAがインドネシアにおいて、

AEON FANTASY VIETNAM CO.,LTD.がベトナムにおいて、「中国」は、永旺幻想(中国)児童遊楽有限公

司がファミリー向けアミューズメント施設及びプレイグラウンド施設等の運営事業をそれぞれ営んで

おります。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要

な事項」における記載と概ね同一であります。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2024年３月１日 至 2025年２月28日)
(単位：千円)

報告セグメント 調整額
(注)

連結財務諸表
計上額国内 アセアン 中国 計

売上高

外部顧客に対する売上高 69,230,158 13,181,280 4,829,145 87,240,584 － 87,240,584

セグメント間の内部売上高 238,630 － － 238,630 △238,630 －

計 69,468,789 13,181,280 4,829,145 87,479,214 △238,630 87,240,584

セグメント利益又は損失(△) 6,210,631 1,190,015 △3,052,128 4,348,518 △3,657 4,344,860

セグメント資産 35,757,509 15,520,949 2,714,805 53,993,264 △319,799 53,673,464

その他の項目

減価償却費 5,737,037 3,394,036 1,594,062 10,725,137 － 10,725,137

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

8,526,645 4,988,147 792,857 14,307,650 － 14,307,650

(注) 調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。

当連結会計年度(自 2025年３月１日 至 2026年２月28日)
(単位：千円)

報告セグメント 調整額
(注)

連結財務諸表
計上額国内 アセアン 中国 計

売上高

外部顧客に対する売上高 75,217,877 15,222,103 2,850,068 93,290,048 － 93,290,048

セグメント間の内部売上高 298,523 － － 298,523 △298,523 －

計 75,516,400 15,222,103 2,850,068 93,588,572 △298,523 93,290,048

セグメント利益又は損失(△) 7,019,481 465,776 △1,368,772 6,116,486 △1,562 6,114,924

セグメント資産 42,364,022 20,230,870 1,751,789 64,346,682 △117,824 64,228,857

その他の項目

減価償却費 6,452,361 4,127,786 477,767 11,057,914 － 11,057,914

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

9,304,640 5,486,077 480,048 15,270,767 － 15,270,767

(注) 調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。
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【関連情報】

前連結会計年度(自 2024年３月１日 至 2025年２月28日)

１．製品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高90％を超えるため、

記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1) 売上高
(単位：千円)

日本 マレーシア 中国 その他 合計

69,230,158 5,347,232 4,829,145 7,834,047 87,240,584

(注) 売上高は店舗の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

(2) 有形固定資産
(単位：千円)

日本 マレーシア 中国 その他 合計

20,581,463 3,902,400 1,049,220 7,339,935 32,873,019

(注) 「その他」に属する国は、タイ、フィリピン、インドネシア、ベトナムであります。

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載

を省略しております。

当連結会計年度(自 2025年３月１日 至 2026年２月28日)

１．製品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高90％を超えるため、

記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1) 売上高
(単位：千円)

日本 マレーシア 中国 その他 合計

75,217,877 5,784,839 2,850,068 9,437,263 93,290,048

(注) 売上高は店舗の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

(2) 有形固定資産
(単位：千円)

日本 マレーシア 中国 その他 合計

23,043,794 5,013,722 311,656 8,998,564 37,367,738

(注) 「その他」に属する国は、タイ、フィリピン、インドネシア、ベトナムであります。

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載

を省略しております。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度(自 2024年３月１日 至 2025年２月28日)
(単位：千円)

国内 アセアン 中国 計 調整額 合計

減損損失 267,466 114,870 2,230,593 2,612,930 － 2,612,930
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当連結会計年度(自 2025年３月１日 至 2026年２月28日)
(単位：千円)

国内 アセアン 中国 計 調整額 合計

減損損失 342,823 640,073 1,040,581 2,023,477 － 2,023,477

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度(自 2024年３月１日 至 2025年２月28日)
(単位：千円)

国内 アセアン 中国 計 調整額 合計

当期償却額 － 31,152 － 31,152 － 31,152

当期末残高 － 79,511 － 79,511 － 79,511

当連結会計年度(自 2025年３月１日 至 2026年２月28日)
(単位：千円)

国内 アセアン 中国 計 調整額 合計

当期償却額 － 29,109 － 29,109 － 29,109

当期末残高 － 50,217 － 50,217 － 50,217

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2024年３月１日
至 2025年２月28日)

当連結会計年度
(自 2025年３月１日
至 2026年２月28日)

１株当たり純資産 332.51円 395.07円

１株当たり当期純利益又は
１株当たり当期純損失（△）

△91.87円 141.09円

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

－円 140.98円

(注)1.前連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり純利益については、潜在株式は存在するものの、1

株当たり当期純損失であるため、記載しておりません。

2.１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の

算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2024年３月１日
至 2025年２月28日)

当連結会計年度
(自 2025年３月１日
至 2026年２月28日)

１株当たり当期純利益又は
１株当たり当期純損失（△）

親会社株主に帰属する当期純利益又は
親会社株主に帰属する当期純損失（△）(千円)

△1,816,753 2,790,686

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益又は
親会社株主に帰属する当期純損失（△）（千円)

△1,816,753 2,790,686

期中平均株式数(株) 19,775,053 19,779,798

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益調整額(千円) － －

普通株式増加数(株) － 14,877

（うち新株予約権(株)） － (14,877)

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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５．個別財務諸表

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2025年２月28日)

当事業年度
(2026年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,343,907 5,063,023

売掛金 210,880 211,827

売上預け金 1,088,271 3,825,839

商品 371,034 429,381

貯蔵品 1,557,090 1,840,186

関係会社短期貸付金 2,165,000 1,228,000

その他 1,732,010 1,565,521

流動資産合計 11,468,195 14,163,779

固定資産

有形固定資産

建物 2,831,520 3,873,051

遊戯機械 16,091,991 17,329,586

工具、器具及び備品 1,518,506 1,692,333

その他 139,445 148,821

有形固定資産合計 20,581,463 23,043,794

無形固定資産

ソフトウエア 942,017 969,829

その他 2,875 2,640

無形固定資産合計 944,892 972,470

投資その他の資産

投資有価証券 5,323 0

関係会社株式 1,020,312 1,291,664

関係会社出資金 0 0

繰延税金資産 1,560,734 1,726,744

敷金及び差入保証金 3,673,014 3,685,761

関係会社長期貸付金 393,269 1,055,047

前払年金費用 58,190 166,118

その他 136,337 82,486

投資等損失引当金 △313,062 －

投資その他の資産合計 6,534,120 8,007,823

固定資産合計 28,060,476 32,024,088

資産合計 39,528,672 46,187,867
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(単位：千円)

前事業年度
(2025年２月28日)

当事業年度
(2026年２月28日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,676,001 1,852,752

短期借入金 10,300,000 15,500,000

1年内返済予定の長期借入金 2,600,400 3,400,040

1年内返済予定の長期割賦未払金 579,770 488,365

未払法人税等 1,176,008 1,948,874

賞与引当金 325,184 324,042

役員業績報酬引当金 31,808 44,387

設備関係支払手形 3,077,850 903,180

設備関係電子記録債務 － 1,966,871

閉店損失引当金 8,341 98,094

その他 3,392,820 3,632,509

流動負債合計 23,168,184 30,159,118

固定負債

長期借入金 8,066,100 8,199,940

長期割賦未払金 488,365 －

関係会社事業損失引当金 1,933,887 798,996

資産除去債務 685,497 949,913

その他 73,698 73,322

固定負債合計 11,247,549 10,022,171

負債合計 34,415,733 40,181,290

純資産の部

株主資本

資本金 1,824,320 1,829,502

資本剰余金

資本準備金 4,810,268 315,450

その他資本剰余金 32,695 2,954,381

資本剰余金合計 4,842,963 3,269,832

利益剰余金

利益準備金 212,500 －

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 △1,790,813 881,569

利益剰余金合計 △1,578,313 881,569

自己株式 △5,001 △5,411

株主資本合計 5,083,968 5,975,492

新株予約権 28,970 31,084

純資産合計 5,112,938 6,006,577

負債純資産合計 39,528,672 46,187,867
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2024年３月１日
至 2025年２月28日)

当事業年度
(自 2025年３月１日
至 2026年２月28日)

売上高

遊戯施設売上高 69,088,480 75,032,900

その他の売上高 380,308 483,500

売上高合計 69,468,789 75,516,400

売上原価

遊戯施設売上原価 58,474,233 63,680,677

その他売上原価 412 131

売上原価合計 58,474,646 63,680,808

売上総利益 10,994,142 11,835,592

販売費及び一般管理費 4,783,511 4,816,110

営業利益 6,210,631 7,019,481

営業外収益

受取利息 706,156 123,013

為替差益 － 1,131,606

受取保険金 41,238 30,464

固定資産売却益 3,909 53,679

その他 75,508 53,361

営業外収益合計 826,812 1,392,124

営業外費用

支払利息 277,109 370,395

為替差損 284,813 －

固定資産売却損 8,890 996

資金調達費用 194,280 10,300

支払手数料 － 104,081

その他 3,267 4,695

営業外費用合計 768,362 490,468

経常利益 6,269,081 7,921,137

特別利益

閉店損失引当金戻入額 6,355 2,531

特別利益合計 6,355 2,531

特別損失

店舗閉鎖損失 50,035 40,070

閉店損失引当金繰入額 8,341 98,094

減損損失 267,466 342,823

投資有価証券評価損 － 5,323

関係会社出資金評価損 － 206,041

関係会社株式評価損 － 198,865

投資等損失引当金繰入額 77,881 －

関係会社貸倒引当金繰入額 3,944,704 3,096,085

関係会社事業損失引当金繰入額 2,025,937 729,267

特別損失合計 6,374,366 4,716,571

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） △98,929 3,207,096

法人税、住民税及び事業税 1,563,529 2,491,538

法人税等調整額 229,136 △166,010

法人税等合計 1,792,665 2,325,527

当期純利益又は当期純損失（△） △1,891,595 881,569
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遊戯施設売上原価明細書

前事業年度
(自 2024年３月１日
至 2025年２月28日)

当事業年度
(自 2025年３月１日
至 2026年２月28日)

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

Ⅰ 景品費 10,062,976 17.2 10,944,754 17.2

Ⅱ 遊戯機械賃借料 1,759,821 3.0 1,550,855 2.4

Ⅲ 商品原価 7,646,624 13.1 8,898,406 14.0

Ⅳ 労務費 12,838,152 22.0 13,983,232 22.0

Ⅴ 経費

１．家賃及び共益費 14,223,372 15,035,654

２．減価償却費 5,431,874 6,129,196

３．その他 6,511,412 26,166,659 44.8 7,138,576 28,303,428 44.5

遊戯施設売上原価計 58,474,233 100.0 63,680,677 100.0
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 2024年３月１日 至 2025年２月28日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他

資本剰余金

資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金

繰越利益

剰余金

その他利益

剰余金合計

当期首残高 1,810,821 4,796,769 32,695 4,829,464 212,500 298,510 298,510

当期変動額

剰余金の配当 △197,728 △197,728

当期純損失（△） △1,891,595 △1,891,595

新株の発行 13,498 13,498 13,498

準備金から剰余金へ

の振替

欠損填補

自己株式の取得

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 13,498 13,498 － 13,498 － △2,089,323 △2,089,323

当期末残高 1,824,320 4,810,268 32,695 4,842,963 212,500 △1,790,813 △1,790,813

株主資本

新株予約権 純資産合計
利益剰余金

自己株式 株主資本合計利益剰余金

合計

当期首残高 511,010 △4,635 7,146,660 37,947 7,184,608

当期変動額

剰余金の配当 △197,728 △197,728 △197,728

当期純損失（△） △1,891,595 △1,891,595 △1,891,595

新株の発行 26,997 26,997

準備金から剰余金へ

の振替
－ －

欠損填補 － －

自己株式の取得 △365 △365 △365

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△8,977 △8,977

当期変動額合計 △2,089,323 △365 △2,062,692 △8,977 △2,071,669

当期末残高 △1,578,313 △5,001 5,083,968 28,970 5,112,938
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当事業年度(自 2025年３月１日 至 2026年２月28日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他

資本剰余金

資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金

繰越利益

剰余金

その他利益

剰余金合計

当期首残高 1,824,320 4,810,268 32,695 4,842,963 212,500 △1,790,813 △1,790,813

当期変動額

剰余金の配当

当期純利益 881,569 881,569

新株の発行 5,182 5,182 5,182

準備金から剰余金へ

の振替
△4,500,000 4,500,000 △212,500 212,500 212,500

欠損填補 △1,578,313 △1,578,313 1,578,313 1,578,313

自己株式の取得

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 5,182 △4,494,817 2,921,686 △1,573,131 △212,500 2,672,382 2,672,382

当期末残高 1,829,502 315,450 2,954,381 3,269,832 － 881,569 881,569

株主資本

新株予約権 純資産合計
利益剰余金

自己株式 株主資本合計利益剰余金

合計

当期首残高 △1,578,313 △5,001 5,083,968 28,970 5,112,938

当期変動額

剰余金の配当 － －

当期純利益 881,569 881,569 881,569

新株の発行 10,364 10,364

準備金から剰余金へ

の振替
－ －

欠損填補 1,578,313 － －

自己株式の取得 △409 △409 △409

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

2,114 2,114

当期変動額合計 2,459,882 △409 891,524 2,114 893,638

当期末残高 881,569 △5,411 5,975,492 31,084 6,006,577


